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水
上
藤
悦
先
生
を
送
る
石
井
正
人
水
上
先
生
は
東
大
文
学
部
独
文
科
の
先
輩
で
す
が
、
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
水
上
先
生
が
秋
田
大
学
教
育
学
部
か
ら
千
葉
大
学
文
学
部
に
移
ら
れ
た
一
九
八
五
年
で
し
た
。
こ
の
年
、
経
歴
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
水
上
先
生
は
日
本
独
文
学
会
の
学
会
誌
『
ド
イ
ツ
文
学
』
編
集
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
当
時
東
大
助
手
で
、
こ
の
編
集
委
員
会
の
庶
務
係
を
つ
と
め
ま
し
た
の
で
、
二
年
間
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
五
歳
差
と
は
い
え
、
水
上
先
生
は
当
時
も
う
ド
イ
ツ
文
学
者
と
し
て
も
大
学
教
員
と
し
て
も
堂
々
た
る
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
若
手
の
ホ
ー
プ
で
し
た
が
、
私
の
方
は
駆
け
出
し
で
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
実
務
で
へ
ま
を
や
ら
か
し
て
は
、
委
員
の
先
生
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
も
の
で
し
た
。
委
員
長
の
柴
田
翔
先
生
を
は
じ
め
、
水
上
先
生
も
、
皆
さ
ん
後
輩
の
失
敗
を
笑
っ
て
許
し
て
く
だ
さ
る
方
ば
か
り
で
、
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
水
上
先
生
は
研
究
に
も
教
育
に
も
管
理
実
務
に
も
、
人
一
倍
誠
実
に
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
る
方
で
あ
る
一
方
で
、
ま
た
物
静
か
で
、
温
厚
・
篤
実
な
お
人
柄
な
の
で
、
一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
が
あ
る
と
、
本
当
に
こ
ち
ら
が
ほ
っ
と
気
持
ち
が
安
心
す
る
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
も
う
三
十
年
以
上
前
に
な
る
あ
の
学
会
誌
編
集
委
員
会
か
ら
、
た
ま
た
ま
不
思
議
な
ご
縁
で
同
僚
に
な
っ
た
千
葉
大
文
学
部
の
諸
委
員
会
で
も
、
変
わ
ら
ぬ
水
上
先
生
の
印
象
で
す
。
（１）
近
現
代
の
ド
イ
ツ
語
詩
歌
を
専
門
と
さ
れ
、
言
葉
を
大
切
に
し
な
が
ら
一
字
一
句
を
精
密
に
読
み
解
い
て
い
く
研
究
ス
タ
イ
ル
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
生
来
穏
や
か
で
優
し
い
お
人
柄
か
ら
、
研
究
も
授
業
も
い
た
ず
ら
に
厳
格
な
も
の
に
は
な
ら
ず
、
暖
か
く
そ
っ
と
軟
着
陸
す
る
よ
う
な
趣
が
あ
り
、
学
生
た
ち
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
伝
統
的
で
安
定
し
た
ド
イ
ツ
文
学
研
究
、
外
国
文
学
研
究
の
王
道
を
継
承
す
る
水
上
先
生
の
教
育
研
究
で
し
た
が
、
水
上
先
生
の
世
代
が
大
学
運
営
の
中
心
と
な
る
世
紀
転
換
期
前
後
か
ら
、
大
学
は
大
き
な
荒
波
に
も
ま
れ
、
人
文
科
学
や
文
学
部
が
厳
し
い
試
練
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
、
特
に
伝
統
的
な
語
学
文
学
研
究
は
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
統
的
な
独
文
学
研
究
を
継
承
さ
れ
た
水
上
先
生
に
と
っ
て
、
折
角
築
き
上
げ
て
き
た
大
切
な
も
の
が
次
第
に
崩
れ
、
消
え
て
い
く
よ
う
な
悲
嘆
の
思
い
を
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。
国
立
大
学
に
お
い
て
事
態
が
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
ば
か
り
の
現
状
を
見
る
に
つ
け
、
最
後
の
騎
士
な
ら
ぬ
、
最
後
の
独
文
学
者
、
最
後
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
と
、
水
上
先
生
を
お
呼
び
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
決
し
て
失
礼
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
と
信
じ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
テ
キ
ス
ト
を
き
ち
ん
と
読
解
し
、
文
学
を
大
切
に
解
釈
す
る
こ
と
は
永
遠
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
を
無
視
し
た
と
こ
ろ
に
い
か
な
る
改
革
も
改
組
も
な
く
、
長
い
目
で
見
て
か
な
ら
ず
破
綻
と
揺
り
戻
し
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
ま
で
、
た
と
え
現
場
を
離
れ
て
も
、
文
学
研
究
の
灯
を
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
元
気
で
。
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
七
号
（２）
水
上
藤
悦
先
生
略
歴
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
六
月
五
日
山
形
県
尾
花
沢
市
生
学
歴
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
三
月
山
形
県
立
山
形
東
高
校
卒
業
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
四
月
東
京
大
学
教
養
学
部
入
学
（
文
科
三
類
）
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
三
月
東
京
大
学
文
学
部
独
文
学
科
卒
業
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
四
月
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
独
語
独
文
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
入
学
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月
同
修
了
（
文
学
修
士
号
取
得
）
職
歴
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
四
月
秋
田
大
学
助
手
教
育
学
部
採
用
（
ド
イ
ツ
語
）
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
五
月
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
（D
A
A
D
）
奨
学
金
留
学
生
と
し
て
西
ド
イ
ツ
（
ボ
ン
大
学
）
へ
出
張
（
昭
和
五
七
年
三
月
ま
で
）
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
十
月
秋
田
大
学
講
師
教
育
学
部
に
昇
任
（
昭
和
六
十
年
三
月
ま
で
）
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
四
月
千
葉
大
学
助
教
授
文
学
部
採
用
（３）
水
上
藤
悦
先
生
を
送
る
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
四
月
千
葉
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
授
業
担
当
（
ド
イ
ツ
文
化
論
）
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
十
月
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
授
業
担
当
（
言
語
文
化
変
容
論
）
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
十
月
文
部
省
長
期
在
外
研
究
員
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ウ
ィ
ー
ン
大
学
）、
ド
イ
ツ
（
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
）
へ
出
張
（
平
成
十
四
年
七
月
ま
で
）
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
四
月
千
葉
大
学
教
授
文
学
部
に
昇
任
、
現
在
に
至
る
非
常
勤
講
師
東
京
大
学
文
学
部
（
一
九
九
三
年
、
一
九
九
六
年
〜
一
九
九
七
年
）
東
京
大
学
教
養
学
部
（
一
九
九
一
年
〜
二
〇
〇
一
年
）
明
治
大
学
文
学
部
（
二
〇
〇
五
年
〜
二
〇
一
六
年
）
学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
四
月
日
本
独
文
学
会
会
員
（
現
在
に
至
る
）
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
〜
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
日
本
独
文
学
会
編
『
ド
イ
ツ
文
学
』
編
集
委
員
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
五
月
D
A
A
D
友
の
会
『E
C
H
O
』
編
集
委
員
（
現
在
に
至
る
）
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
七
月
〜
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
三
月
日
本
ツ
ェ
ラ
ン
協
会
会
員
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
七
号
（４）
賞罰
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
五
月
ド
イ
ツ
語
学
文
学
振
興
会
奨
励
賞
（５）
水
上
藤
悦
先
生
を
送
る
水
上
藤
悦
先
生
研
究
業
績
著
書
『
感
覚
変
容
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
』（
共
著
、
一
九
九
二
年
六
月
平
凡
社
三
八
三
頁
）
『
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
読
本
』（
共
著
、
一
九
九
五
年
十
月
法
政
大
学
出
版
局
三
八
二
頁
）
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
の
現
在
』（
共
著
、
一
九
九
八
年
三
月
中
央
大
学
出
版
部
四
三
九
頁
）
『
狂
気
の
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
』（
共
著
、
二
〇
〇
六
年
二
月
夏
目
書
房
二
七
八
頁
）
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
を
読
む
と
い
う
こ
と
』（
共
著
、
二
〇
〇
六
年
三
月
中
央
大
学
出
版
部
五
四
六
頁
）
論
文
「
リ
ル
ケ
と
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
」（
一
九
七
七
年
一
二
月
東
京
大
学
文
学
修
士
論
文
未
公
刊
）
「
詩
劇
の
可
能
性
―
世
紀
末
詩
劇
の
生
成
に
関
す
る
覚
書
」（
一
九
八
〇
年
三
月
『
詩
・
言
語
』
一
五
号
三
〜
二
三
頁
）
「
劇
作
家
と
し
て
の
リ
ル
ケ
―
リ
ル
ケ
の
初
期
戯
曲
作
品
に
つ
い
て
」（
一
九
八
三
年
十
月
『
ド
イ
ツ
文
学
』
七
一
号
一
〇
八
〜
一
一
七
頁
）
「
内
面
性
の
貧
困
―
リ
ル
ケ
の
『
時
祷
詩
集
』
に
つ
い
て
」（
一
九
八
五
年
二
月
『
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
三
五
集
七
三
〜
八
八
頁
）
「
リ
リ
エ
ン
ク
ロ
ー
ン
の
「
現
代
」」（
一
九
八
六
年
三
月
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
一
五
号
一
三
一
〜
一
六
四
頁
）
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
七
号
（６）
「「
通
り
過
ぎ
て
い
く
女
」
と
の
出
会
い
」（
一
九
八
七
年
三
月
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
一
六
号
七
三
〜
一
一
一
頁
）
「
終
末
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
終
末
」（
一
九
八
九
年
三
月
東
京
大
学
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
『
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け
る
《
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
も
の
》
の
位
相
』
三
八
〜
六
一
頁
）
「
悲
喜
劇
と
グ
ロ
テ
ス
ク
様
式
」（
一
九
九
〇
年
三
月
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
一
九
号
五
五
〜
九
八
頁
）
「
エ
レ
ク
ト
ラ
の
「
死
と
変
容
」」（
一
九
九
二
年
三
月
東
京
大
学
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
『
ド
イ
ツ
近
代
に
お
け
る
女
性
論
に
現
れ
る
女
性
像
の
変
遷
』
六
六
頁
〜
九
一
頁
）
「
大
衆
社
会
の
な
か
の
詩
人
」（
一
九
九
三
年
三
月
千
葉
大
学
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
『
日
独
近
代
化
過
程
の
比
較
文
化
的
研
究
』
一
三
一
頁
〜
一
四
二
頁
）
「
マ
ウ
ト
ナ
ー
の
言
語
論
と
世
紀
末
文
学
」（
一
九
九
四
年
三
月
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
二
三
号
二
三
九
頁
〜
二
七
二
頁
）
「
世
紀
末
の
室
内
と
Ｐ
・
シ
ェ
ー
ア
バ
ル
ト
の「
ガ
ラ
ス
建
築
」」
一
九
九
五
年
四
月
『
ド
イ
ツ
文
学
』
九
四
号
二
二
頁
〜
三
二
頁
）
「
一
八
世
紀
に
お
け
る「
人
間
性
」の
限
界
」（
一
九
九
六
年
二
月
『
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
文
学
研
究
』
五
号
一
六
一
頁
〜
一
七
八
頁
）
「
デ
ィ
ル
タ
イ
の
ゲ
ー
テ
受
容
―『
体
験
と
文
学
』
に
つ
い
て
」（
一
九
九
七
年
『
ゲ
ー
テ
年
鑑
』
三
九
巻
一
〇
九
頁
〜
一
二
七
頁
）
「「
深
み
に
沈
む
」―
ツ
ェ
ラ
ー
ン
の
詩
作
と
翻
訳
に
つ
い
て
」（
一
九
九
九
年
七
月『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
』一
号
六
三
頁
〜
九
〇
頁
）
「「
政
治
的
ゲ
ー
テ
」
に
つ
い
て
の
覚
書
」（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
『
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
文
学
研
究
』
六
号
八
四
頁
〜
一
二
〇
頁
）
「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ー
ン
の
「
妄
想
」」（
二
〇
〇
二
年
七
月
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
』
四
号
五
九
頁
〜
八
七
頁
）
「
詩
集
に
お
け
る
固
有
名
の
問
題
」（
二
〇
〇
四
年
五
月
日
本
独
文
学
会
研
究
叢
書
二
五
号
『
詩
人
は
す
べ
て
ユ
ダ
ヤ
人
』
四
三
頁
〜
五
六
頁
）
（７）
水
上
藤
悦
先
生
を
送
る
「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ー
ン
の
「
最
初
の
詩
集
」
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
四
年
七
月
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
』
六
号
一
頁
〜
二
一
頁
）
「
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
知
識
人
と
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
」（
二
〇
〇
四
年
九
月
日
本
独
文
学
会
研
究
叢
書
二
六
号
『
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
の
ド
イ
ツ
文
学
』
五
六
頁
〜
六
七
頁
）
「
ド
イ
ツ
近
代
詩
に
お
け
る
「
戦
慄
の
美
学
」」（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
『
ド
イ
ツ
文
学
』
一
二
五
号
七
三
頁
〜
八
五
頁
）
「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ー
ン
と
と
も
に
『
夜
と
霧
』
を
読
み
直
す
」（
二
〇
〇
九
年
三
月
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
三
八
号
七
五
頁
〜
九
八
頁
）
「
詩
人
と
専
制
君
主
―
ゲ
ー
テ
の
『
西
東
詩
集
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
九
年
七
月
『
東
北
ド
イ
ツ
文
学
研
究
』
五
二
号
二
五
九
頁
〜
二
八
〇
頁
）
「
ツ
ェ
ラ
ー
ン
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
〇
〇
九
年
八
月
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
』
一
一
号
四
九
頁
〜
六
一
頁
）
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「
ツ
ェ
ラ
ー
ン
詩
集
『
言
葉
の
格
子
』
全
注
釈
（
一
）」（
二
〇
一
一
年
七
月
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
』
一
三
号
九
三
頁
〜
九
六
頁
、
一
一
七
頁
〜
一
二
〇
頁
）
「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
の「
最
後
の
詩
集
」を
め
ぐ
っ
て
」（
二
〇
一
六
年
三
月
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
四
五
号
一
頁
〜
三
一
頁
）
「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
の
ブ
カ
レ
ス
ト
詩
編
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
八
年
三
月
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
四
七
号
一
九
一
頁
〜
二
二
三
頁
） 千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
七
号
（８）
書評
「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ー
ン
／
ク
ラ
ウ
ス
、
ナ
ー
ニ
・
デ
ー
ム
ス
『
往
復
書
簡
集
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
』
一
二
号
三
一
頁
〜
四
一
頁
）
「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
『
ラ
イ
ン
の
友
人
た
ち
と
の
往
復
書
簡
集
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
三
年
三
月
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
』
一
四
号
七
九
頁
〜
九
七
頁
）
「
ブ
リ
ギ
ッ
タ
・
ア
イ
ゼ
ン
ラ
イ
ヒ
『
ツ
ェ
ラ
ン
の
白
墨
の
星
』」、「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
／
ギ
ー
ゼ
ラ
・
デ
ィ
シ
ュ
ナ
ー
『
往
復
書
簡
集
遥
か
彼
方
か
ら
の
よ
う
に
君
の
も
と
に
』（
二
〇
一
三
年
三
月
『
ツ
ェ
ラ
ー
ン
研
究
』
一
四
号
九
九
頁
〜
一
〇
五
頁
）
そ
の
他
「
ヴ
ン
ト
先
生
を
追
悼
す
る
」（
二
〇
一
四
年
三
月
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
四
三
号
一
頁
〜
一
四
頁
）
「
五
月
連
休
と
近
く
の
千
葉
」（
一
九
九
九
年
七
月
『B
R
U
N
N
E
N
』
三
九
八
号
六
頁
〜
一
〇
頁
）
『
ド
イ
ツ
語
―
一
つ
の
出
会
い
』（
共
著
二
〇
一
一
年
二
月
同
学
社
七
〇
頁
）
（９）
水
上
藤
悦
先
生
を
送
る
